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トルコの金融市場動向 Weekly Report

先週のトルコ・リラ相場は1週間を通して見ると対米ドル、

対円では下落となりました。またトルコの2年国債金利は

上昇しました。

エルドアン大統領が中央銀行を強く批判したことを受け

て、中央銀行の独立性への懸念が高まり、通貨・債券共

に軟調な推移となりました。このような状況下、トルコ中央

銀行は後期流動性貸出金利以外の資金供給を停止す

ることを発表しました。これは実質的に0.25％の利上げが

行われたことに相当します。またトルコの政府高官が「イ

ンフレが悪化した場合、中央銀行はいつでも利上げがで

きる」と中央銀行の独立性を尊重する発言を行いました。

政府高官の発言や中央銀行の一連の対応に金融市場

参加者が一定の評価を与えたとみられ、トルコ金融市場

はやや落ち着きを取り戻しました。

【トルコ・リラ 為替推移】

（円/トルコ・リラ） （トルコ・リラ/米ドル）

（出所：ブルームバーグより大和投資信託作成）

今週は、10月の貿易収支の発表が予定されています。
足元では、トランプ米大統領がエルドアン大統領と電話
会議を行い、トルコの反対を押し切って行っていた、シリ
アのクルド人民兵組織クルド人民防衛隊（YPG）に対する
武器供与を停止する方針で合意するなど、これまで懸念
されていた米国との関係悪化懸念に後退の兆しが見え
てきています。

引き続き、トルコ中央銀行の金融政策が通貨の安定に
寄与するかに注目が集まりやすいと考えます。トルコ・リラ
は高金利通貨であることから、長期間の売り持ちは不利
となります。このため、通貨の安定性が維持できれば、再
びトルコへの資金流入が高まると考えます。

【1】先週の回顧

【2】今週の見通し

【2017年11月18日～2017年11月24日までの推移】

（2017年10月27日～2017年11月24日）

【トルコ 金利推移】
（2017年10月27日～2017年11月24日）

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが一致しない場合があります。
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